
蝶類食草について
-1992年からの記銀か

縄町
N 

正器比

筆者は 1992年から 2004年までの 13年間、蝶類の発生消長や生活史を明らかにするため、

沖縄市知花にある東南植物楽園を中心に蝶類の観察を続けてきた。蝶の生活史の中で生息を裏

付ける方法として、幼虫の食する植物を明らかにする必要がある。そのため、卵 e幼虫が見つ

かった観察記録は、植物の同定とともに記録を報告してきた、文献 2)~10)。※ 2004 年度分

は未発表。

観察の結果、 8科40種の蝶類食草を記諒することができた。沖縄はいろいろなルートで植

物が多く持ち込まれ、植物園に勤務しているのにも関わらず、植物の同定は大変難しかった。

本報告は食草の解説、幼生期の見つかる時期などについて、若干解説した。また保育園・小学

校、あるいは蝶に興味があっていろいろな蝶の幼虫を野外で観察してみたい、採取した幼虫を

飼育してみたい方々に参考になるようにした。

なお、蝶類の名前は琉球昆虫目録(2002)、植物の名前は琉球植物目録(1994)を参考にした

その飽必要な文献を巻末にまとめた。

一般的に蝶類の幼虫が食する植物は「食草」

「食草j として扱った。
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樹木であってもここではと呼んでいるので、

が、

アゲハチョウ科

工ア才スジアゲハ GraphIU111Sal]JθdOllllIppon um  
(1)タブノキ Pθ'rsθathu刀bθrglI

沖縄各地に普通に分布するクスノキ科の樹木で、小さな森や公園でもよく見かける。これま

での観察では新芽や新葉のでるタイミングに合わせて卵 e幼虫が見つかった。大きな木の新芽

で卵@幼虫を探すのは大変なので、林縁に生える木のわき芽や荷が観察しやすい。 3 月 ~4 月

にかけては簡単に卵@幼虫が見つかる。

(2)ヤフ、ニッケイ CiJ]namomumpSθudo-ρθduncuJatum 

前種と同じクスノキ科の樹木で、やはり沖縄では普通に見ることができる。新芽や新葉ので

る春から初夏に卵・幼虫が見つかった。

(3)セイロンニッケイ CinnamoIlaJ刀町'rum

2000年に東南植物楽園が導入したクスノキ科の植物。ハーブガーデンに観賞用として植え

られた。高さ 1メートルほどの苦だが中齢から終齢幼虫まで 10数匹もついていることがあっ

た。葉が食され、苦が枯れるのをおそれで幼虫は取り除いたが、その後も成虫がやってきて産

卵を繰り返したので、そのつど幼虫は取り除いた。かなり唱好性の高い食草なのであろう。

(4)ジャワ二ッケイ Cinnamonamtarmanni 

前種と同じクスノキ科の植物で、導入・栽培場所も同じ。日蓄好性は前種が強いようで、 本種
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は数本あるが、幼虫が見つかったのは2株でした。

2.ミカドアゲハ Graphiumdoson aJbidum 
(1)ギョクラン(ギ、ンコウボク )Michθ'jjaalba 

モクレン科の観賞用樹木。沖縄ではまだ民間の庭に広く栽培されてなくて、主に公園等に植

えられることが多い。東南植物楽園では 1993年に最初の発生を確認し、その後2000年から

毎年のように初夏になると成虫が飛来、産卵を行い発生が確認されている。

(2)キンコウボク Michθ'jjachampaca 

モクレン科の植物。東南植物楽園には2001年に観賞用として導入された。正蓄好性はギョク

ランに比べて低く、幼虫も少ない。

3.ジャコウアゲハAtrophane回aaJCInous Joochooana 
(1)リュウキユウウマノスズクサA刀討olochialiukiuensis 

沖縄市知花城跡にリュウキュウウマノスズクサの自生があり、数度観察に行ったが卵・幼虫

とも見ることはできなかった。幼虫は浦添城跡で4月に見ることができた。

4.シロオビアゲハPapjJiopolytes poJytes 
(1)ヒラミレモン(シィクワシャー)Citrus depressa 

ほぽ 1年中卵・幼虫が観察できるミカン科の果樹で、一般にシークワサーの呼び名で親しま

れている。成虫の個体数を維持する食草は、多いのにこしたことはない。食草が多量に枯死し

てしまったら、どうなるのだろう。ここ数年ミカンの生木を食害するゴマダラカミキリ(カミ

キリムシ科)による加害が広がり、特に中南部で樹齢を重ねた木が枯れたとよく耳にする。シ

ロオピアゲハは他のミカン科で発生をすることが出来るので、急には個体数を減らすとうこと

はないかも知れない。しかし、今後ヒラミレモンの栽培減少は、利用するアゲハチョウの仲間

の発生にかなり影響するものと考える。

(2)ブンタン(ザボン)Ci・trusgra刀dl汝

ミカン科の果樹。観賞用に民家の庭で良く栽培されていたが、最近は少なくなった。

(3)コプミカン Citrushyst刀x
ベトナムの有名料理トムヤムクンの材料に使用されるミカン科の植物。園には2001年に導入

された。葉をもむと柑橘系特有の香りがする。曙好性は高く、初夏から秋にかけては頻繁にコ

ブミカンを見てないと、瞬く聞に葉が食べられてしまう。

5.ナガサキアゲハPapiliomθ'1llnon的unbθrgil
(1)ヒラミレモンαtrusCJ，θpressa 
前述したミカン科の植物。発生はこの植物に大きく依存していると思われ、大型の蝶なので

成虫になるまで多くの葉が必要と考える。ナガサキアゲハは、近年中南部で成虫数が少なく

なってきたと思う。シロオビアゲハの幼虫が明るい場所を好むのに対し、本種の幼虫は葉陰な

どの暗い場所を好む。

(2)ブンタン(ザボン)αtrusgra刀dis

前述したミカン科の果樹。

6.モンキアゲハPapjJioheJen us nICconICoJens 
(1)ヒラミレモンσtrusdepressa 
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何種かのアゲハ属の食草なのだが、本種の中心となる食草ハマセンダンが南部に野生してな

くて、ヒラミレモンが代用食なのであろう。成虫の記録は沖縄島北部に比べて南部は少ない。

(2)ハマセンダンEuod臼meJiifolia

国頭マージの赤土に良く育つミカン科の自生の樹木。春から秋にかけて卵・幼虫は見つかる。

シロチョウ科
7.ウスキシロチョウ CatopsjJiaPomona pomona 
(1)センナ・スルフレア Se刀刀asulfulea 

2001年に東南植物楽園の職員がタイから種子を導入した黄色い花を咲かせるマメ科の植物。

2004年 11月に葉を食する幼虫を確認した。

(2)ナンパンサイカチ Cassiaβ汝tula

古くから沖縄に導入されたインド原産のマメ科の植物。黄色い花を垂れ下がるように咲かせ

ることからゴールデ、ンシャワーの名前がある。卵、幼虫は新芽・新葉があるときは常に付いて

いる状態で本種のメインの食草である。

(3)ハネセンナ(ハネミセンナ)Cassia alata 

西インド諸島原産のマメ科の植物。長さ 30-40cmの高さにローソク状に黄色い花を咲かせ

るのでキャンドル・ブッシュ、キャンドル・スティックの名前が付いている。沖縄の熱帯花木

ブームで家庭での栽培が増えた。公閣でもよく見かける。ナンバンサイカチに次いで卵・幼虫

がよく見つかる。

(4)ピンクシャワー Cassiagrandis 

2001年に東南植物楽層の職員がタイから種子を導入、ピンクの花を咲かせるマメ科の植物。

この植物は古くから沖縄に導入されていて、本種の食草として知られている。

(5)レインポーシャワー Cassia "Rainbow Shower" 

2001年に東南植物楽園の職員がタイから苗を導入した白からピンクの花を咲かせるマメ科

の植物。ジャワセンナ Cassiaj包vanicaとナンパンサイカチとの交配種。園芸植物として東

南アジアでは街路樹、公園樹としてよく栽培されているという。沖縄に導入され栽培されてい

るが数は少ないようで、開花している木も余り見かけない。

8.ウラナミシロチョウ CatopsL伯 pyranthepyran的θ
(1)ウラゲモクセンナ Cassia伊 θctabi1か

沖縄には 1971年に導入されたマメ科の檀物。園では長い間栽培されていたのだが、台風で

倒され枯れてしまった。

(2)アメリカセンナ Cassiahebθcarpa

沖縄には、最近導入された南米原産マメ科の植物。園には 1995年に栽培展示され、現在多

数が栽培されている。繁殖は実生で簡単に行うことが出来る。本種はたいてい 4'""'-'6月の初夏

から夏の始めに飛来し産卵、それから世代交代を繰り返していると思われる。また、暖かい年

には冬を越し、春から世代交代が観察されている。

(3)ハネセンナ Cassiaalata 

前述したウスキシロチョウの食草。幼虫が観察される機会は少ない。
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ョワ Eurelna l1ecabe 

凶モワセンす CfiSSUlsurattel1sL， 
東南アジア、インド原産のマメ科の植物で、沖縄には古くに導入された。公園や街路樹、

として利用されていて市福地に多い。本種の卵 e幼虫ともほぼ年間を通して観察されてい

る。

(2)リュウキュウクロウメモドキ RhamnusJJu1due刀Sβ

沖縄の低山地に多く自生するクロウメモドキ科の樹木。食草の新芽、新葉がでる春から初夏、

秋に本種の卵@幼虫が観察されている。

(3)ピンクシャワ一正'assI(ョgra刀dI

ピンクシャワーはウスキシ口チョウの食草として紹介したマメ科の植物。本種の卵・幼虫の

観察伊jは少ない。

(4)ビルマネム(ピルマゴウカン)A1bjzzIa 1ebbθk 

沖縄には明治43年台湾から導入されたマメ科の樹木で、主に庭展、公園、街路樹として活

用されている。卵 e幼虫とも連続して観察されることがある。

レインボーシャワ~ CassIa “'RaInbow S.力OllV，θIrJ-タ

ウスキシロチョウの食草として紹介したマメ科の植物。卵@幼虫の観察伊jは少ない。

(6)センナ・スルフレア 5θ'nnasu1fu1，θ3 

ウスキシロチョウの食草として紹介したマメ科の植物。卵・幼虫の観察例は少ない0

10.ツマベニチョウ Hebomoiaglau，α{ppe liukiuensお
(1)ギョポク Crataθ目白1cata

沖縄本島では南部の海岸から抵山地に多く自生するフウチョウソウ科の植物。卵寄幼虫は気

温の低い時期を除き年間を通して観察される。

11.モンキチ芸ウ Coliasera{lθpoliograpl1ys
(1)シナガワハギMθ>jHotussuav.θ01，θ刀5

春から夏にかけて路傍や荒れ地に繁茂するマメ科の l年草。本種は食草の多い荒れ地に多く、

卵・幼虫が観察されるが、探すのは困難を伴う。

12モンシロチョウ Artogeiarapaθcrudvora 
(1)キャベツ BrassICa01，θ'l-aCθa v，β'r.capIta臼
沖縄では普通に栽培されているアブラナ科の野菜。キャベツ二モシシロチョウと言われるほ

どである。

(2)ロタット Erucav.θsICaょiasubsp.satIva 

この植物は、東南植物楽園でハーブの一種として栽培した地中海沿岸を原産地とするアブラ

ナ科の植物。

(3)ノウゼンハレン Ti-apae01umm j々us

コロンビア、ポリビア原産の/ウゼンハレン科の植物で草花として良く栽培されている。卵・

幼虫の観察{fUは少ないが、国に草花用として植えたところ、たくさんの幼虫が克つかったこと

がある。また、知人の話によると、学校の花壇に植えてあったこの植物の花・葉を食べる幼虫

が無数にいた、という話を開いたことがある。
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αloe 
(1)ホウライカガ「ミ ParSOl1sIa1a♂Vl反ata

沖縄各島々に山野に広く分布するキョウチケトウ科の植物。主に琉球石灰岩!地帯に育つ植物

の一つで、より海に近く少しの土壌のある岩場で常に明るい場所を好む。東南植物楽園は成虫

展示のためホウライカガミを数多く栽培し、常に卵@幼虫・踊のいる状態にしているが、野外

に植物は育っているので飼育外の成虫が飛来し、ほぼ 1年中産卵を繰り返している。

?ヰカパマ夕、う Anosiacl1rysI]Jpus cl1r.JZ'iippus 
(1)トウワタ AscJ，θpJascurassaげ:ca

南米原産のガガイモ科の植物で、草花として学校の花壇などでよく栽培されている。沖縄で

は多年草でも株は冬場も枯れることなく育つ。 トウワタは本種の展示のため 2002年頃より

してきた。卵@幼虫は 5月頃より 12月まで観察できる。 2004年2月現在、幼虫 e 成虫が

いることから、暖かい年には世代交代を繰り返し、植物のよく育つ夏場にむけて個体数を増や

していくと考えられる。

15ツマムラサキマタラ Euplo四 mulciberbarsinθ 
(1)オオイタピ乃'cuspumjJa

沖縄各地に広く分布するクワ科の植物。蔓性の木本で形が整えやすいことから、観葉植物や

庭の垣根、石垣の緑化などに{吏われている。卵・幼虫はオオイタピの新芽 e新葉が豊富にある

初夏から夏にかけて良く見つかった。

1)ュウキュウテイカカズラ TracheJo伊 θ'rmumaslaucum 

沖縄各地に広く分布する蔓性木本のキョウチクトウ科の植物。琉球石灰岩に良く育ち、群落

をつくる。卵。幼虫はリュウキュウテイカカズラの新芽 e新葉の多いときに見つかった。

(3)ホウライカガミ Parso刀S1泣白θvlgat，θ

オオゴマダラ成虫展示のためホウライカガミを栽培していることは前述したが、多くはない

が、本種の幼虫が新芽を食しているのを見つけることがある。

(4)オウゴンガジュマル f干cusmJcrocarpa cにgoJd，θβ!eβf

東南植物楽屋は台湾から苗を導入、展示に使っている。従来のガジュマルに比べて新葉は全

て黄緑色になり、観賞用として沖縄岳地で栽培されている。幼虫は希に見つかる。

16ワュウキュウアサギマダラ IdθopsissimIi4θ'ssimilis 
(1)ツルモウリンカ了}プophoratanakaθ 

沖縄の各島々の海岸に普通に見られる蔓性のガガイモ科の植物。成虫展示のためツルモウリ

ンカを栽培しているが、年間を通して成虫が飛来し卵・幼虫が見られる。夏場はたくさんの卵

を産むのでツルモウリンカの葉が全て食べられることもあった。

行ベっちワシジミ ArtIpeeryx olanal高7ana
沿っ手ケシ GardenIajasmJl10Jdes 

沖縄ではちょっとした森だとたいてい生えているアカネ科の植物。イワカワシジミの幼虫は、

1
1ょっ山



春のクチナシの開花前に蕎、夏から秋にかけては果実を食す。

18ウラナミシジミ Lampidesboetieus 
(1)フジマメ Lab1abpurpureus 

さや

アフリカ、旧熱帯原産のマメ科の植物で、若鞘を食用として栽培する。卵は蓄や若い鞘に産

卵し、鞘の中の種子が柔らかいうちに食す。春先にエンドウの鞘を収穫するときに、鞘の中に

小さな幼虫がいるのはたいていウラナミシジミ。フジマメ、エンドウ、ソラマメ、アズキ、イ

ンゲンの開花する時期にはウラナミシジミが周辺を飛びまわる。

(2)タイワンクズPuera刀包mo刀tana

タテハチョウ科リュウキュウミスジの食草として紹介した。ウラナミシジミは秋に開花する

蓄や花に産卵し、食す。

19シルビアシジミ Zizinaotis riukuensis 
(1)マルパダケハギA1ysICarpusvagInajjs 

沖縄各地の明るい草地や荒れ地に自生するマメ科の植物。幼虫は小さいので見つけにくい。

(2)ヤハズソウ KummerowIaStI臼ta

芝生の中などによく見つかるマメ科の植物。芝生の中にヤハズソウがあるとたいていシルピ

アシジミが見つかる。

20 タイワンクロボシシジミ Mと~isbamalaya s.盆kima
(1)アカメガシワ Ma110tusjaponIcus 

沖縄各地に山野に自生するトウダイグサ科の植物。アカメガシワは初夏に花を咲かせるので、

この時期が卵・幼虫の観察に最適。かなり小さいので観察するのには注意を要する。

21ムラサキシジミ Narathurajaponica 
(1)オキナワウラジロガシ QuercusmIyagu 

山地性のブナ科の植物で、日本一大きなドングリがつく。新葉がでる春に幼虫は見つけやす

しし

22ムラサキツバメ Narathurabazalus turba臼
(1)マテパシイ Li・thocarpusθdujjs

山地性のブナ科の植物で、尾根沿いに群落が見られる。新葉がある時には幼虫が見つけやす

23ヤマトシジミ PseudozizeeIおmahaoldnawana 
(1)カタバミ OxajjscornICu1ata 

路傍や畑、民家の庭などあるゆるところに自生するカタバミ科の植物。いろいろなところで

カタバミは生育するので、ヤマトシジミの個体数も多く、沖縄のシジミチョウの代表的存在だ。

タテハチョウ科
24アカタテハ Vanessaindica indica 
(1)ノカラムシBoθ'hmθ'rI旨刀Ivea

沖縄各地に広く分布するイラクサ科の植物で、明るい場所を好み、民家の近くにも多い。
つづ

卵・成虫が見られるのは秋から初夏にかけてで、幼虫は葉を綴り、巣を作るので見つけやすい。
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母島

夏の期間は成虫・幼虫とも大変少ない。

25イシガケチョウ Cyrest台thyoda/11asmabella 
(1)オオイタビ丹'cuspumi1a

マダラチョウ科ツマムラサキマダラの項目に登場した植物。オオイタピの新芽・新葉がでる

全ての時期で卵・幼虫が観察される。民家の塀に這わしであると観察も楽で見つけやすい。

(2)ガジュマル乃'cusmICrocarpa 

沖縄各地に普通に分布するクワ科の樹木。日陰を作りやすい枝振りなので民家の庭や公園、

街路樹として盛んに使われている。卵・幼虫とも大きな木では見つけにくく、小さな木や大き

な木のわきからでた子株で見つけやすい。

(3)イヌビワ FICusenθcta 

沖縄の低山地に普通に分布するクワ科の樹木。オオイタピと同じように 1年を通して卵・幼

虫とも観察され、食草も身近にあり飼育もしやすい。

(4)ハマイヌピワ f干cusvirgata 

沖縄各地で普通に見ることのできるクワ科の樹木。卵・幼虫は新葉が多く出る初夏に多く観

察されている。

(5)オウゴFンガジュマルFicusmicrocarpa cv. g01den 1eaf 

マダラチョウ科ツマムラサキマダラの項目に登場した植物。幼虫の観察例は少ない。

(6)ホソパムクイヌピワ FICusampe1as 

沖縄各地で普通に見ることのできるクワ科の樹木。ハマイヌビワは樹肌が白っぽく、ホソパ

ムクイヌビワは黒っぽいのですぐ区別が出来る。新芽・新葉の多い時期に幼虫は観察できる。

(7)シダレガジュマルFICusbeペiamIna

インド原産のクワ科の観賞用植物、園芸名ベンジャミナで流通している。新芽の多い初夏に

見つかる。

26ツマグロヒョウモン Argyreushyperbius hyperbius 
(1)リュウキュウコスミレ日'01ayedoθ刀Sβ

沖縄各地の野原、路傍で普通に見かけるスミレ科の植物。道端でスミレの葉を求めて歩きま

わる幼虫をよく見かける。学校の花壇に植えられているパンジーの葉を食べるのは本種が犯人。

27フタオチョウ Polyuraeudamippus weismanni 
(1)クワノハエノキ Cθ'1tl汝bonInθ'flsIs

沖縄各地の低山地に分布するクワ科の樹木。御巌林として残された森に大きな木が残ってい

ることが多い。本島北部が従来生息地だが、近年中南部での記録も多くなってきた。

28メスアカムラサキHypolimnasmisippus 
(1)スベリヒユPortu1aca01jθracea 

畑の周囲、路傍で普通に生えているスベリヒユ科の植物。本種は、初夏から秋にかけて南方

から毎年沖縄に飛来し世代交代を繰り返していると言われている。

29リュウキュウミスジ入生ptishylas luculenta 
(1)ナタマメ Canavaliag1ad白白

鞘を食用として栽培する熱帯アジア原産のマメ科の植物。多くの観察例はない。葉に独特の
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巣や糞塔を作るの けやすい。

(2) イ)~カシ夕、、 λグucuna 刀JaC1りcarpa

沖縄の山野に自生するマメ科の蔓植物。イルカンダの群生する地域に本種は多い。比較的幼

虫も見つけやすい。

(3)タイワンクズ PueJ・3η;ヲmonta刀3

沖縄の山野に自生し、時に大群落を作る。卵・幼虫は、林縁部に這う葉からほぼ年間を通し

て見つかる。

(4)シカクマメ Psophocarpust，θt1~弓gonolobus

シカクマメは東南アジア原産のマメ科の植物。沖縄では鞘を野菜として利用するため、よく

栽培されている。幼虫は夏から秋にかけて観察された。

(5)ヒスイカズラ StrongyJodonmacrobot.ξvs 

東南植物楽園は 1996年に苗を導入し、現在も生育良好で毎年弱翠色の花を咲かせている。

ルソン島原産のマメ科の植物。幼虫は夏に葉を食しているところを見つけた。

30 )レリタテハKaniskaCanaDθishil11a 
(1)オキナワサルトリイバラ SmiJaxchina 

沖縄の山野に普通に見られるユリ科の蔓性植物。幼虫は葉裏にいることが多いので、見落と

すことがある。初夏に食草の新葉が数多く出るので、この時期に幼虫も多い。

テングチョウ科

31ランワ手ョウ Libytheaceltis al11al11iana 
(1)ワワノ!¥工lキCeJti5boninensis 

フタオチョウの食草で紹介した植物。テングチョウは、クワノハエノキの新芽がでる早春に

産卵し、葉が展開する頃には数多くの成虫が見られる。その後、台風や干ばつなどの木にショッ

クがある時に新芽がでて、幼虫をみることがあるが、たいていは秋遅くの新芽に幼虫がついて

いることが多い。

ジャノメチョウ科

32ウスイEコノマチョウ ;11elani，的 /θdaleda 
(1)イトアゼガヤ Lθptoci1Joapanicθ3 

畑地や低地に普通に生えるイネ科の植物。ウスイロコノマチョウの幼虫は多くのイネ科から見

つかるが、見つけやすいのは稲そのもの。

(2)メヒシパDigita刀'acil;況刀;τ

畑地や低地に普通に生えるイネ科の植物。イトアゼガヤともに畑地の雑草。

(3)ススキM汝cantlwssil旧日is

明るい場所だ、ったらどこでも育つイネ科の植物。

33リュウキュウヒメジャノメ Mycalesismadjicosa amamiana 

(1)ススキλ必汝canthusS1刀θ刀S1汝

前述したイネ科の植物。林道に生える育ちの悪いススキに幼虫はよく見つかる。

A
i
 
つω

チガヤ仰のプ'indlic.β

明るい場所に群落をつくるイネ科の植物。幼虫は明るい場所よりやや暗いところに

ヤについていることが多い。

ヤンパルアワブキ Aグθ'iiOSJ刀apinnata 

沖縄の山地に野生するアワブキ科の植物。ヤンパルアワブキは、沖縄市の知花付近から北部

にかけて多い。卵@幼虫は初夏に多く見つかった。

シロモンセセ 1) 出spθ'sfolus
は)ゲットウAJpiniazerumbet 

沖縄各地の野生するショウガ科の植物。葉を餅やその他食物の加工品を包む材料として、

培が盛んに行われるようになった。幼虫は初夏に見つけやすく、特に民家に育つものや、公園

などの明るい場所がよい。

(2)レッドジンジャーフiniapwpω~a臼

南太平洋諸島モルッカ~メラネシア、ミクロネシア原産のショウガ科の植物。 別名アカポ

ケットウとも呼び¥花が椅麗なので切り花として栽培され、観賞用として公園などでも植えら

れている。幼虫は夏に見つかった。

36夕日セセリ Notocryptacurvi1註sciacurvij註scia
(1)ゲットウAJpiniazerumbet 

前述したオオシロモンセセ 1)の食草。幼虫は、林縁や林内に育つもので見つけやすく、特に

初夏は数多く、簡単に見つけることが出来る。

己ポシセセリ SuastuタgermiusglθTl11ius 
(1)オウギヤシBorassusflabθ立ifer

インド、スリランカ原産のヤシ科植物。東南植物楽園では宮内に観賞用として栽培していて、

圏外ではこのヤシを見かけたことはない。幼虫は春と夏に見つかった。

(2)ユスラヤシモドキArchontophoenixcun刀inghamiana

オーストラリア原産のヤシ科植物。園では観賞用として栽培していて、園外ではこのヤシを

見かけたことはない。幼虫は秋に克つかった。

(3)ベニジュ口 Latan臼 bonうonica

アフリカの東側にあるレユニオン、モーリシャス原産のヤシ科植物。幼虫は春に見つかった。

(4)キイジュロ La臼niav，θ'TschaffeJ.出

アフリカの東側にあるロドリゲス、モーリシャス原産のヤシ科植物。幼虫は春に見つかった。

(5)カンノンチク Rh々pL5θ'xcθ'J..5a

中国原産のヤシ科植物で、観重用の園芸植物として盛んに栽培されている。卵、幼虫は年間

を通して見ることができ、飼育や観察も行いやすい。

(6)シンノウヤシPhoθ刀i:'<roθbeJ，θ'Iljj 

インドシナ、タイ原産のヤシ科の植物。沖縄では観賞用として公園、庭園木、街路樹として

一ひっμ



されている。卵@幼虫は年間を通して見つかり、鉢植えとして栽培すると もhいょく

(7)トックリヤシ /vJasι、arena θ'llIcall]js

レユニオン、モ~I) シャス島毘産のヤシ科の植物。沖縄では観賞用として公園、庭園木、

路樹としてよく栽培:されている。幼虫は秋に克つかっ

(8)ニューカレドニアフィジーノヤシVeitchiaarecina 

ニューカレドニア原産のヤシ科植物。題!大]に観賞用として栽培していて、冨外では見たこと

はない。幼虫は冬に見つかった。

(9)シュロチク hlllmJIs

中国原産の観業用ヤシ科植物。卵、幼虫は年間を通して克ることができ、銅育や観察も行い

やすい。

位。ビロウ LIvIstonac17inωsisvar 

沖縄各地の山野に自生するヤシ科植物。塩害や乾燥にも強いので海に近い学校、街路、公園

などで盛んに艇われている。幼虫は夏に見つかった。

む)ナツメヤシ Phoδ'11ixd.βC与!jた'1a

イラン、イラク、アフリカ北部の砂漠地帯に原産するヤシ科植物。沖縄では観賞用として植

えられているが、多くはない。幼虫は夏から秋にかけて見つかった。

ヒメヤパズヤシ θf刀1aθ/θ'gans

オーストラリア原産のヤシ科植物。観賞用として栽培されるが、沖縄では少ない。幼虫は夏

に見つかった。

38チャパネセセワ
チガヤ θ'Fata仁v1lndrica

沖縄各地の原野に自生するイネ科の植物。幼虫は葉を綴って巣を作り、秋によく見つかる。

(2)ススキ i'v!isca刀tJ1llSsinθ刀S1旨

沖縄各地に自生するイネ科の植物。幼虫は秋に多く、見つけやすい。

(3)セイパンモロコシ 17a/，可沼市'θ

地中海沿岸を原産とするイネ科の帰化植物。夏から秋にかけて畑や路傍に雑草として生える

ので幼虫は、この時期に見つかる。

パナナセセリ
(1)サオトメショウ J'vfusaO171a{a 

モーリシャス諸島原産のバショウ科の植物c 沖縄では観賞用として栽培されるが、切り花と

しても少ないながらも出荷されている。幼虫は夏と冬に見つかっ

(2)ピトゴバナナλ111saSp. 

台湾から導入されたバショウ科の植物。このバナナは園だけで栽培されているようで、圏外

では見たことがない。果実は熟すよねっとりした甘さがあり、果肉には種子があることがある。

幼虫はよく克つかる。

ユウレイセセリ
(1)オガサワラスズメノヒエ co巧
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!有米原産のイネ科の帰化植物。幼虫は、明るい場所よりやや半日韓で育つものでよく見つか

る。

(2)パラグラス BlachiaJia刀lu{jca

北米原産のイネ科の植物。沖縄各地で家畜の飼料用として栽培されているが、野生化してい

る。幼虫は秋から冬にかけて見つかった。

(3)イトアゼガヤL句'Jto正ゾ710apa刀ic印

沖縄各地の畑や路傍に普通に生える自生のイネ科植物。幼虫は秋に見つかった。

(りセイパンモロコシ Sorghw刀 ha1，θpθ刀5θ

チャパネセセリで前述したイネ科植物。幼虫は冬に見つかった。

(5)メヒシパ DI旨Hari泣ci1iaIis

沖縄各地の畑や路傍に普通に生える自生のイネ科植物。幼虫は春に見つかった。

(引オオササガヤλθ C/]jafum

沖縄各地の抵地から山地にかけて自生するイネ科の植物。幼虫は夏に見つかった。

バナナセセリの幼虫の巣
トウワタ葉上のカパマダラ終令幼虫

ジャワニッケイの葉上にいる
アオスジアゲハの終令幼虫

センナ匂スルフレアを食す
ウスキシ口チョウの幼虫

ギンコウボク

円ソ，

jjjj
つλ]
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オの につい

J 11冨IJ 裕一郎

2004年秋、市内小学校から「社会科の授業の関連として子どもたちの祖父母が子供だ、った

ころの、生活に関わる資料が見たしりとの申し出が多くあった。現在、 60歳代の方をモデル

として説明を行っているが、資料が{吏われていた時期については地域的な差があるものと思わ

れる。しかし、当時の生活や娯楽について、子供たちへの説明に遣したものがまとめられてい

ないため、作る必要があると感じた。

本稿では沖縄市という大きな枠組みではなく、字単位での電力供給とラジオの普及について

分りやすく説明するための基礎資料となるものを目指したい。特に電力供給とラジオの普及に

を当てたのは、聞き取りの行いやすさと、生活への密着度が高く、これらのことから戦後

復興期の沖縄市の様子が明らかにできるのではと考えたからである。

本稿は1.電力供給について 2.ラジオ普及について 3.地域の開き取り 4.まとめ から構

成されている。1.2.については沖縄島や沖縄市を単位として戦前戦後の電力供給とラジオの普

及についてまとめ、 3.の聞き取りによって、主に沖縄市東部(泡瀬地区周辺)で電力とラジオ

の普及が生活にどのような変化をもたらしたのか、また、地域によって変化の差異がどのよう

に生じていたのかについて記述したい。

1霊力供給について

①戦前
沖縄電力調査課によると、沖縄島ではじめて電気が通ったのは 1910(明治43・那覇と首里)

とされる。最終的に沖縄島全域で電力が使用される状況になるのが 1970(昭和 45)年であ

る(註 1)。太平洋戦争中、沖縄で地上戦が展開され、電気・ガスなどの設備が破壊されたこと

を考えても、沖縄島内で 60年の格差があったことは、児童生徒への説明の点で注意すべきで

あろう。

戦前の電力の使用状況については、『資料 沖縄経済 20年史』に、「発電施設も那覇、名護、

平良、石垣に火力発電所があって、その周辺の限られた地域に供給、それも主として点灯用で

点灯状況は非常に低かった」とある。開き取りによると沖縄市で、電気が通っていた場所は、泡

瀬周辺のみだ、ったようである。

②戦後~復帰前
沖縄市では、第 2次大戦直後の住宅への配電に関する資料が乏しい。これは初期の住宅への

配電が、軍の発電所から、もしくは米軍払い下げの小型発電機によるものだったからと思われ

る。沖縄市水道部『沖縄市水道 30年史Jでは、 1947年 3月に、 11日越来村嘉間良に米軍払い

下げの小型発電機によって電灯がともされ、劇場が建ち」とある。 沖縄電力調査課の年表にも、

日可
υつ臼
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リュウキュウヤマガメ
〔過去5年間の調査より〕

沖縄島の蝶類食草について
1992年からの記録から

大谷 勉
喜屋武優子(1 ) 

比嘉正一 (17)

沖縄市東部の電力供給とラジオの普及について

川副裕一郎 (29)

沖縄市池原で確認されたシシ穴の概要について

比嘉清和 (36)

工イサーにみる青年会活動とその展開

与那嶺江利子 (42)

本誌のタイトjレに付された「あやみや」という言葉は

『おもろさうし』かう引用したもので「美しい庭jの意

味をもつものです。謂査研究のみならず博物館の活動が、

美しい庭のように多くの花が咲き誇ることを願って命名

されています。 ， ， 



司. ， ・，圃置図画 一一
都市 日程 派遣青年会 会場

礼申晃 4/ 27~' 28 沖縄市越来青年会 丸井札幌本底、市内各地

熊本 I5/11 ~ 12 宜野湾市立野湾区青年会 市内各地

広島 5/ 25 ~ 26 沖縄市登川青年会 福屋広島駅前居、市内各地

仙台 6/1~2 糸満市武富青年会 l藤崎百貨庖市内各地
大阪【 6/8~9 与那城町屋慶名青年会 阪神百貨底、市内各地

名古屋 6/ 22 ~ 23 北谷町栄口青年会 名古屋三越栄本庖、市内各地

君日 山 6/ 22 ~ 23 呉志)11市赤里子青年会 うすい百貨底、$内各地

松山 6/ 29 ~ 30 名護市青年団ゃんばる船 市内各地

岡山 7/12~13 嘉手納町千原エイサー保存会 |市内各地

神戸 7/14 嘉手納町千原エイサ一保存会 市内各地

東京 7/ 27 ~ 28 沖縄市胡屋青年会 伊勢丹新宿本忠、市内各地

金沢 8/3~4 南風原町津嘉山青年会 市内各地

新潟 9/7~8 読谷村座喜味青年会 新潟伊勢丹、市内各地

福岡 9/14~15 沖縄市盟国青年会 市内各地

青森 9/ 28 ~ 29 勝連町平敷屋青年会 市内各地

襲撃表3 沖縄市エイサーマンスリーイベント呂程霊童
日付 イベント 場所 備考

7月20日(土) エイサー資体料展 エイサー会館
海の日

エイサー験 ベルミラ通り

7月21B (日) )武山祭 i山内中学校 山内地区

7月初日(火) エイサーシンポジウム 沖縄市民小劇場あしびなー

8月3日(土) 全国エイサ一大会 沖縄市野外ステージ

8月4B (日) エイサ一道じゅねー 胡屋地区周辺

8月7日(水) ヱイサ一体験 ヱイサー会館 観光週間

8月11日(臼) ヱイサー道じゅねー予備

8月18日(日) 沖縄全島子どもエイサーまつり 農民研修センター

8月21日(土)
!日盆エイサー道じゅねー 市内各地 !日盆~23日(金)

8月31日(土) 沖縄市青年まつり 市陸上競技場 前夜祭

9月1日(日) 沖縄全島エイサーまつり 市陸上競技場 市主催

9月22日(日) かりゆしエイサーまつり 農民研修センター 登川l地区

霊霊表4 平成昨年度県外派遣イベント及び蕎年会瞳
日付 派遣イベント名 派遣青年会 人数 主催

4 月 26~29 日 全国エイサー道じゅねー(札幌) 越来青年会 30 沖縄県

5 月 24~27 日 全国エイサ一道じゅねー(広島) 登)11青年会 30 沖縄県

7 月 26~28 日 全国エイサ一道じゅねー(東広) 胡屋青年会 30 i 沖縄県

9月7~9 B 函館昆布フェスタ 知花青年会 10 函館市

9 月 13~15 日 !全国エイサ一道じゅねー(福岡) 園田青年会 30 沖縄県

9 月 14~16El 町田エイサー祭り 諸見里青年会 45 町田市

10月 12~14B 小松どんどん祭り 山里青年会 20 小松市

n-ふ
ヴ
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。執筆者

大谷 勉 高田!廻虫類研究所沖縄分室
郷土博物館協議会委員

喜屋武優子 (株)j中縄環境保全研究所

比嘉正 (有)東南植物楽屋雪学芸員
郷土博物館協議会委員

与那嶺江利子 沖縄市立中央公民館
郷土博物館友の会会員

比嘉清和 郷土博物館学芸員

)11 副硲一郎 郷土博物館学芸員
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